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（１）次期総合振興計画の策定状況について

１）現行の「第３期ましこ未来計画」と次期総合振興計画

位置づけ
• 町の最上位の総合振興計画
• 益子町デジタル田園都市構想総合戦略
• 益子町のＤＸ推進

２０２５（令和７）年度中
「次期総合振興計画」策定

「次期総合振興計画」
計画期間（５年間）

２０１５（平成２７）年１０月
「新ましこ未来計画」策定

「第３期ましこ未来計画」
計画期間（５年間）

２０３０（令和１２）年度

２０２１（令和３）年１月
「第３期ましこ未来計画」策定

２０２１（令和３）年度 ２０２６（令和８）年度



（１）次期総合振興計画の策定状況について

２）策定の背景

①人口減少・少子高齢化の加速化

②町内総生産の伸び悩み

③町の財政状況の変化

④環境問題、防犯・防災の必要性 など

時間の都合上、
説明は省略します。



（１）次期総合振興計画の策定状況について

２）策定の背景

①人口減少・少子高齢化の加速化

高齢者が
高齢者を
支える社会

空き家・空
き店舗の増
加

地域の担い手、

農業や商工業
の担い手不足

人口減少に
伴う税収減少
など…

医療費や

社会保障費
の増加

2020年までは実績値、
2025年以降は社人研推計値



（１）次期総合振興計画の策定状況について

３）計画の目指すところ

◎まちの将来像

つどい ともに輝くまち 益子

◎ＫＧＩ

小学校の入学者数 １１０人
（令和１３（２０３１）年度）



（１）次期総合振興計画の策定状況について

３）計画の目指すところ

◎基本目標

まちの将来像の実現に向け、バランスのよいまちづくりを実現するため、

５つの基本目標を設定し、様々な分野における施策を体系的に整理して

実施していきます

１ 結婚・出産・子育て

２ 人の流れ

３ 仕事

４ 魅力的な地域

５ 経営体



（２）各分野の構成について

◎各分野＝５つの基本目標

１ 結婚・出産・子育て支援、教育が充実したまち

２ 人の訪れがつながり、未来の定住へ広がるまち

３ 創造性と地域色あふれる仕事のまち

４ 誰もが暮らしやすい魅力的なまち

５ 未来を見据えた経営体をつくる



（２）各分野の構成について
１）基本目標
「結婚・出産・子育て支援、教育が充実したまち」

①少子化対策

政策１ 若者の出逢いの創出と出産・子育て支援の充実

②教育、人材育成

政策２ 挑戦を続け自ら未来を創ることができる人の育成



（２）各分野の構成について

【現状と課題】

• 出逢いの場の不足、ライフコースの
変化・晩婚化、結婚・子育て等への
無意識の思い込みや偏見により少子
化が進行

【基本的方向】

• 新たな出逢いの機会の創出、きっかけ
づくり

• 妊娠期から子育て期までの切れ目ない
支援体制の整備を推進

１）基本目標
「結婚・出産・子育て支援、教育が充実したまち」

①少子化対策

政策１ 若者の出逢いの創出と出産・子育て支援の充実

➢ 施策１ 結婚・出産・子育てのきっかけづくりと出逢いの支援

➢ 施策２ 出産・子育て支援の充実



（２）各分野の構成について

【現状と課題】
• 子どもたちが主体的に行動できる力が求めら

れる中で、教育環境の充実や、体を動かす機
会、文化芸術に触れる機会の充実を図ること
が必要

【基本的方向】
• より多くの体験機会の創出により、子どもの

興味・関心が湧くような教育環境をつくる

• スポーツや文化芸術活動を通じて豊かな心と
体を育むことができる環境をつくる

１）基本目標
「結婚・出産・子育て支援、教育が充実したまち」

②教育、人材育成

政策２ 挑戦を続け自ら未来を創ることができる人の育成

➢ 施策１ 子どもの主体性を高める体制づくり

➢ 施策２ 子どもが何事にも夢中になって取組むことができる環境づくり



（２）各分野の構成について

政策１ 若者の出逢いの創出と出産・子育て支援の充実

 施策１ 結婚・出産・子育てのきっかけづくりと出逢いの支援

 施策２ 出産・子育て支援の充実

政策２ 挑戦を続け自ら未来を創ることができる人の育成

 施策１ 子どもの主体性を高める体制づくり

 施策２ 子どもが何事にも夢中になって取組むことができる環境づくり

１）基本目標
「結婚・出産・子育て支援、教育が充実したまち」

指標
基準値

令和６（２０２４）年度
目標

令和１２（２０３０）年度

年間出生数 ８４人 ９０人



（２）各分野の構成について
２）基本目標
「人の訪れがつながり、未来の定住へ広がるまち」

①移住・定住

政策１ 住みたくなるまちの実現

②関係人口

政策２ ましこに関わる人々との地域づくり

③観光振興

政策３ 交流を生む観光振興で国内外とつながる魅力あるまちの実現

④文化振興

政策４ 文化財の活用による地域資源から観光資源への転換



（２）各分野の構成について
２）基本目標
「人の訪れがつながり、未来の定住へ広がるまち」

①移住・定住

政策１ 住みたくなるまちの実現

【現状と課題】
• 進学や就職、結婚等を理由とした
若者の転出

【基本的方向】
• 若者や子育て世代のＵＩＪターンの
推進

➢ 施策１ 若者や子育て世代への情報発信やきっかけづくり

➢ 施策２ 若者や子育て世代のＵＩＪターンを促す環境整備



（２）各分野の構成について
２）基本目標
「人の訪れがつながり、未来の定住へ広がるまち」

②関係人口

政策２ ましこに関わる人々との地域づくり

【現状と課題】
• 一度きりの来町、短時間滞在の
割合が大きい

【基本的方向】
• 関係人口の創出

➢ 施策１ 地域資源を活用した参加型プロジェクトの展開

➢ 施策２ 地域と関係人口になった方々との地域づくり



（２）各分野の構成について
２）基本目標
「人の訪れがつながり、未来の定住へ広がるまち」

③観光振興

政策３ 交流を生む観光振興で国内外とつながる魅力あるまちの実現

【現状と課題】
• 繁忙期と閑散期の観光客数の差が顕著
• 滞在時間が短い
• インバウンドへのアプローチ

【基本的方向】
• DMOや観光協会等の関係団体と連携し、

年間を通した観光客の来訪と町内回遊
促進、滞在型観光の推進

➢ 施策１ 観光客入込み数の平準化と町内回遊性の向上
➢ 施策２ インバウンド誘致と受入環境整備の推進
➢ 施策３ 宿泊体制の強化による滞在型観光の推進



（２）各分野の構成について
２）基本目標
「人の訪れがつながり、未来の定住へ広がるまち」

④文化財

政策４ 文化財の活用による地域資源から観光資源への転換

【現状と課題】

• 文化財の保存、継承、活用するための
資金調達や担い手不足

【基本的方向】

• 文化財の保存、活用の仕組みづくりの
支援

➢ 施策１ 地域社会における文化財の活用と保護・継承のサイクルの構築

➢ 施策２ 日本遺産の国内外に向けた普及・促進と地域における

価値認識の深化



（２）各分野の構成について
２）基本目標
「人の訪れがつながり、未来の定住へ広がるまち」

政策１ 住みたくなるまちの実現
 施策１ 若者や子育て世代への情報発信やきっかけづくり

 施策２ 若者や子育て世代のＵＩＪターンを促す環境整備

政策２ ましこに関わる人々との地域づくり
 施策１ 地域資源を活用した参加型プロジェクトの展開

 施策２ 地域と関係人口になった方々との地域づくり

政策３ 交流を生む観光振興で国内外とつながる魅力あるまちの実現
 施策１ 観光客入込み数の平準化と町内回遊性の向上

 施策２ インバウンド誘致と受入環境整備の推進

 施策３ 宿泊体制の強化による滞在型観光の推進



（２）各分野の構成について
２）基本目標
「人の訪れがつながり、未来の定住へ広がるまち」

政策４ 文化財の活用による地域資源から観光資源への転換

 施策１ 地域社会における文化財の活用と保護・継承のサイクルの構築

 施策２ 日本遺産の国内外に向けた普及・促進と地域における価値認識の深化

指標
基準値

令和６（２０２４）年度
目標

令和１２（２０３０）年度

転入者数
（５年間累計）

－ １，７５０人



（２）各分野の構成について
３）基本目標
「創造性と地域色あふれる仕事のまち」

①商工業支援

政策１ 地域経済を支える「雇用」と「商工業の稼ぐ力」の創出

②農業支援

政策２ 「稼げる農業」と「持続可能な農業」の推進



（２）各分野の構成について
３）基本目標
「創造性と地域色あふれる仕事のまち」

①商工業支援

政策１ 地域経済を支える「雇用」と「商工業の稼ぐ力」の創出

【現状と課題】

• 仕事を求めて若者世代が町外へ流
出する傾向

• 消費低迷や空き店舗の増加、益子
焼の販売額減少など様々な課題

【基本的方向】

• 企業誘致や雇用機会の創出支援を
推進

• 商工業者の経営力の強化と成長を
推進

➢ 施策１ 企業誘致と雇用機会の創出
➢ 施策２ 地域経済の基盤強化
➢ 施策３ 連携強化による地場産業の振興



（２）各分野の構成について
３）基本目標
「創造性と地域色あふれる仕事のまち」

②農業支援

政策２ 「稼げる農業」と「持続可能な農業」の推進

【現状と課題】
• 農業従事者の高齢化、減少
• 他業種と比較して所得が低い傾向
• 農業を継続するための環境づくり

【基本的方向】

• 新規就農や販路拡大への取組支援を通
じて「稼げる農業」を推進

• 環境に配慮した農業への取組支援を通
じて「持続可能な農業」を推進

➢ 施策１ 新規就農者の確保・育成
➢ 施策２ 農業所得の向上
➢ 施策３ 持続可能な農業環境の推進



（２）各分野の構成について
３）基本目標
「創造性と地域色あふれる仕事のまち」

政策１ 地域経済を支える「雇用」と「商工業の稼ぐ力」の創出
 施策１ 企業誘致と雇用機会の創出

 施策２ 地域経済の基盤強化

 施策３ 連携強化による地場産業の振興

政策２ 「稼げる農業」と「持続可能な農業」の推進
 施策１ 新規就農者の確保・育成

 施策２ 農業所得の向上

 施策３ 持続可能な農業環境の推進

指標
基準値

令和６（２０２４）年度
目標

令和１２（２０３０）年度

企業の新規立地・新設
数（※５年間の累計） ― ４

指標
基準値

令和６（２０２４）年度
目標

令和１２（２０３０）年度

新規就農者数 ４９人 ６４人



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

①生活基盤整備

政策１ 安全で便利に暮らせる生活基盤づくりの推進

②環境保全

政策２ 美しい里山景観の保全ときれいなまちづくりの推進

③安全・安心なまちづくり

政策３ 多様なリスクから暮らしを守るまちづくりの推進



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

④地域福祉の向上

政策４ お互いに支え合う地域・体制づくりの推進

⑤健康づくり

政策５ 健康で心豊かに暮らせる健康長寿ましこの推進

⑥協働のまちづくり

政策６ 協働のまちづくりの推進



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

①生活基盤整備

政策１ 安全で便利に暮らせる生活基盤づくりの推進

【現状と課題】
• 道路などの生活基盤整備の必要性

【基本的方向】
• 暮らしやすい生活基盤整備を推進

➢ 施策１ コンパクト＋ネットワークの理念による居住環境の形成
➢ 施策２ 安全・安心に配慮した道路の整備
➢ 施策３ 生活排水処理施設の維持管理と充実
➢ 施策４ 移住定住促進のための住宅整備等の推進
➢ 施策５ 公共交通の維持と利便性の向上



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

②環境保全

政策２ 美しい里山景観の保全ときれいなまちづくりの推進

【現状と課題】

• 里山景観の保全、再生可能エネルギー
の導入と規制のあり方

【基本的方向】

• 里山景観を守りつつ、再生可能エネル
ギーの導入やリサイクル等を通じて
環境に優しいまちづくりを推進

➢ 施策１ 農山村の景観維持
➢ 施策２ 脱炭素・脱プラスチック社会の推進
➢ 施策３ ごみの資源化・減量化の推進



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

③安全・安心なまちづくり

政策３ 多様なリスクから暮らしを守るまちづくりの推進

【現状と課題】
• 災害への備えと防犯に対する
意識向上の必要性

【基本的方向】
• 地域防災力の強化

➢ 施策１ 地域の連携による防犯・交通安全意識の醸成

➢ 施策２ 災害対策の推進



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

④地域福祉の向上

政策４ お互いに支え合う地域・体制づくりの推進

【現状と課題】
• 家庭や地域における支え合いの意識

【基本的方向】
• 必要なサービスの提供により、
みんなが安心して暮らせる
まちづくりを推進

➢ 施策１ 支え合いの仕組みづくり、担い手づくりの推進
➢ 施策２ 誰もが必要な支援につながる体制づくり
➢ 施策３ 誰もがやすらぎと希望をもって暮らせる社会づくり



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

⑤健康づくり

政策５ 健康で心豊かに暮らせる健康長寿ましこの推進

【現状と課題】
• 健康寿命を延ばすための個人や団体
の健康づくりに向けた取組への支援
が不可欠

【基本的方向】
• 健康的な生活習慣の促進と健康
づくりの意識向上

➢ 施策１ 生涯を通じた健康づくりの推進

➢ 施策２ こころの健康支援体制の充実



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

⑥協働のまちづくり

政策６ 協働のまちづくりの推進

【現状と課題】
• コミュニティの希薄化

【基本的方向】
• まちづくりに参画する仕組みづくり

➢ 施策１ コミュニティ活動への支援

➢ 施策２ 図書館におけるソウゾウ（創造・想像）力を育む居場所づくり



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

政策１ 安全で便利に暮らせる生活基盤づくりの推進
 施策１ コンパクト＋ネットワークの理念による居住環境の形成

 施策２ 安全・安心に配慮した道路の整備

 施策３ 生活排水処理施設の維持管理と充実

 施策４ 移住定住促進のための住宅整備等の推進

 施策５ 公共交通の維持と利便性の向上

政策２ 美しい里山景観の保全ときれいなまちづくりの推進
 施策１ 農山村の景観維持

 施策２ 脱炭素・脱プラスチック社会の推進

 施策３ ごみの資源化・減量化の推進



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

政策３ 多様なリスクから暮らしを守るまちづくりの推進
 施策１ 地域の連携による防犯・交通安全意識の醸成

 施策２ 災害対策の推進

政策４ お互いに支え合う地域・体制づくりの推進
 施策１ 支え合いの仕組みづくり、担い手づくりの推進

 施策２ 誰もが必要な支援につながる体制づくり

 施策３ 誰もがやすらぎと希望をもって暮らせる社会づくり

政策５ 健康で心豊かに暮らせる健康長寿ましこの推進
 施策１ 生涯を通じた健康づくりの推進

 施策２ こころの健康支援体制の充実



（２）各分野の構成について
４）基本目標
「誰もが暮らしやすい魅力的なまち」

政策６ 協働のまちづくりの推進
 施策１ コミュニティ活動への支援

 施策２ 図書館におけるソウゾウ（創造・想像）力を育む居場所づくり

指標
基準値

令和６（２０２４）年度
目標

令和１２（２０３０）年度

益子町役場周辺土地区画整理
事業の住宅等建築可能面積 ８，７８４㎡ ６４，０６８㎡



（２）各分野の構成について
５）基本目標
「未来を見据えた経営体をつくる」

政策１ 健全な財政運営

政策２ 職員採用・育成による組織力の強化

政策３ 効率的・効果的な行政の仕組みづくり



（２）各分野の構成について
５）基本目標
「未来を見据えた経営体をつくる」

政策１ 健全な財政運営

【現状と課題】
• 人口減少による税収の減少

• 老朽化による公共施設等の修繕費の増
加

【基本的方向】
• 将来を見据えた事業の取捨選択と
財源確保

➢ 施策１ 支出抑制と必要投資の両立

➢ 施策２ 安定した財源の確保



（２）各分野の構成について
５）基本目標
「未来を見据えた経営体をつくる」

政策２ 職員採用・育成による組織力の強化

【現状と課題】
• 様々な行政課題に対応できる人材の
確保・育成

【基本的方向】
• 人材確保と職員のスキルアップ

➢ 施策１ 町の未来を担う職員の採用

➢ 施策２ 幅広い視野を持つ職員の育成



（２）各分野の構成について
５）基本目標
「未来を見据えた経営体をつくる」

政策３ 効率的・効果的な行政の仕組みづくり

【現状と課題】
• 公共サービスの質を向上させる
ための業務の効率化

【基本的方向】

• 民間企業との連携強化やデジタル化の
推進

➢ 施策１ デジタルガバメントの推進

➢ 施策２ 民間連携の推進



（２）各分野の構成について
５）基本目標
「未来を見据えた経営体をつくる」

政策１ 健全な財政運営
 施策１ 支出抑制と必要投資の両立

 施策２ 安定した財源の確保

政策２ 職員採用・育成による組織力の強化
 施策１ 町の未来を担う職員の採用

 施策２ 幅広い視野を持つ職員の育成

政策３ 効率的・効果的な行政の仕組みづくり
 施策１ デジタルガバメントの推進

 施策２ 民間連携の推進

指標
基準値

令和６（２０２４）年度
目標

令和１２（２０３０）年度

自主財源額 ３３億２，１８３万円 ３３億３，０００万円



おわりに

１０年先をしっかりと見据えたうえで

今後５年間に取り組む内容を決める計画です。

今後は今回の案をより良いものとするため、

検討を進めていきます。

みなさまのご意見を

お待ちしています！


